
改善箇所説明図

フレーム　

注：  内は追加部品を示す。

【対策後】　　【対策前】

改善の内容
全車両、後軸サスペンションのフレーム下面板部を点検し、亀裂が発生している場合は補修の上、

当該部に補強材を溶接する。なお、改善措置の溶接作業に時間を要することから、亀裂が発生してい
ない場合は、年式の古いもの若しくは走行距離の多いものから補強材を順次溶接する。

消防車（はしご車）の緩衝装置において、後軸トルクロッド取付ブラケットとフレーム下面の
溶接が不適切なため、制動時の入力の繰り返しで溶接部に亀裂が生じることがある。そのため、
そのままの状態で使用を続けると、亀裂が進行し、最悪の場合、トルクロッド取付ブラケットの
溶接部が剥がれ走行不能になるおそれがある。
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